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　Hooks　with　short　stems　of　Uncaha　spp．　of　the　family　Rubiaceae　are　called　Diao－teng－gou，　and
have　been　used　in　Chinese　medicine．　The　alkaloids　contained　are　considered　to　be　its　effective
components．　Anatomical　studies　of　the　small　stems　of　U．　scandens　and　of　U．　sessilzfructus　RoxB．
showed　that　the　botanical　origin　of　the　hooks　with　short　stems　collected　in　the　Far　West　Nepal　was
U．　scandens　（SMiTH）　HuTcH．　The　anatomical　diagnostics　of　the　two　species　were　as　follows；　U．
scandens　had　hairy　epidermis，　smooth　cuticle　and　no　cortical　sclerenchyma　cell，　whereas　U．　sessili－
fnectus　had　few　short　hairs，　dented　cuticle　and　many　conical　sclerenchyma　cells．　The　alkaloids
contained　in　the　materials　from　the　Far　West　Nepal　were　of　oxindole　type，　such　as　pteropodine，
isopteropodine，　uncarine　F　and　speciophilline．　Chinese　Diao－teng－gou　from　Guizhou　Prov．　of　China
was　morphologically　determined　as　a　mixture　of　the　hooks　of　U．激励ρ吻lla　and　U．　lancijolia．　U．
吻nchophylla　contained　alkaloids　such　as　geissoschizine　methyl　ether，　hirusteine　and　hirsutine，（a
previous　report　gave　different　results）　，　whereas　U．　lanczlfolin　contained　isomitraphylline　as　its　single
major　alkaloid．　The　result　of　this　study　shows　marked　variations　in　the　alkaloid　profiles　in　the
hooks　of　the　plants　of　this　genus．
　K：eywords一一一Uncaritz　scandems；Uncarta　sessil伽ctus；0勿。α廊吻nch（iphylla；Uncaha　lanczfolia；
anatomical　study；　alkaloid；　pteropodine；　Diao－teng－gou
　中国医学では0励α吻rhynchoPhylla（MIQ．）JACKSON
を始めとするアカネ科カギカズラ属植物の鉤餌が「鉤藤」
や「釣藤鉤」の名称で主として鎮静，鎮痙，降圧などの目
的で利用され1），有効成分として種々のアルカロイドが知
られている2）．1991年7～8月にネパールの極西部地域で
薬物資源調査を行った際，海抜約800mの川沿いの林中
に一株のUncaha属植物を見付けた．植物体は開花期で
はなく標本には不完全であったが，基部の直径が約7cm，
高さは優に10mを超える大きな木質蔓性の株で，多くの
鉤刺を採取することができた（試料1）．ネパールには本
属植物としてU．scandens（SMITH）HUTCH．とU．　sessili・
fmcms　ROXB．の2種の分布が知られている3）ので，帰国
後，ヒマラヤ地域で採集された両植物の標本4）と外部およ
び内部形態を比較した結果，採集標本はU．s6朋4勿sで
あることが明らかになった．U．　scandensおよびU．　ses一
sili　nectusの内部形態的特徴は未だ報告されていないので
ここに記載する．
　また，謝5）は中国ではU．　scandensも釣藤鉤として利用
すると記している．そこで，ネパールで採取した本種の鉤
刺に含有されるアルカロイドを検討し，比較の目的で入手
した中国産「釣藤鉤」の基源であったU．吻nchoPhylla
およびひ伽6⑳伽HUTCH．の鉤刺についても検討した．
なお，中国産市場品「釣藤鉤」の同定は，宗定ら6）のU．
吻η6加ρ勿磁に関する組織学的な報告，中国の各種関連
書物1・5・7）の記載などに基づいて，内部および外部形態学的
に行った．
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実　験　の　部
　1．形態学的研究
　1．　Uncaria　scandens　（SMiTH）　HuTcH．（＝U．　pilosa
　　RoxB．）
　実験材料　Between　Bhotokha　to　Rinchu，　Bhutan，　May
8，1967，H．Kanai　et　al．14670〔東京大学理学部所蔵標
本：TI〕；Between　Mishichen　and　Khosa，　Bhutan，　May
10，　1967，　H．Hara　et　al．，　n．　s．　（TI）；Between　Ghorwa
and　Sanichare，　East　Nepal，　Dec．　10，　1963，　H．　Hara　et　al．
1416　（TI）．
　丁丁および茎の外形　鉤刺および茎の表面には褐色の毛
を密生する．鉤の形はU．rhynchoPhyllaと類似するが，
湾曲した鉤の基部からの最大長は10～20mmと大型であ
る．茎は方柱形で，太い部分ではやや丸みを帯びる．色は
黄褐色～褐色．
　茎の内部形態（Fig．1－A）横切面は方形で，辺部はや
や門門し，稜部は円形．最外層は表皮で，表皮細胞は接線
方向径10～25μm，外面は表面平坦な厚いクチクラで覆
われる．多細胞毛が多数認められ，まれに単細胞毛もある．
毛は長さ100～300μm程度のものが多く，長いものでは1
mmを超える．表皮細胞は薄膜性で放射方向に長いもの
が多く，接線方向に壁を生じて分裂し，2～5細胞程度の多
層表皮となる．最内の細胞を除いてコルク化する．表皮の
内側は1～2層の柔細胞からなり，さらにその内側は5～8
細胞層の厚角組織からなる．内皮は不明瞭．内しょう部に
は3～5細胞層の繊維が環状に配列し，繊維の径は20～40
μm．籠部中には少数の繊維が多くは単独，まれに2～3
個が群となって存在する．木部は，道管，木部繊維，木部
放射組織からなり，すべて木化する．道管は主に単穿孔の
二丁道管で，大型のものでは径50～100μln．髄は大型で
中空とならず，柔細胞は細い茎では径100～150μmの類円
形，径5mm程度以上の茎では髄の周辺部のものは放射
方向に長くなり，長いものでは径250μmになる．内しょ
う部にシュウ酸カルシウムの集晶あるいは多量の砂晶を含
有する結晶細胞が存在し，砂晶は舗部や髄中にも存在する．
表皮の最外部の細胞や毛には褐色の樹脂様物質が蓄積する．
　2．　Unca　ria　sessilifructus　RoxB．
　実験材料　Tharpu－near　Chyangthaphu，　East　Nepa1，
Nov．26，　1963，　H．　Kanai　et　al．　1420　（TI）；Ghorwa－
Sanichare，　East　Nepal，　Dec．　10，　1963，　H．　Hara　et　al．　1418
（TI）．
　鉤刺および茎の外形　鉤刺および茎は肉眼的には無毛．
湾曲した鉤の基部からの最大長は長さ13～20mm．茎は
方柱形．色はU．rhynchoPhyllaに似て光沢のある紫褐色．
　茎の内部形態（Fig．1－B）横切面の形状は前種に似る．
最外層は接線方向径15～30μmの表皮細胞からなり，外
面が著しく歯牙状を呈する厚いクチクラで被われる．まれ
に長さ30～40μmの単細胞性の剛毛がある．表皮下は通
常は2層の柔細胞からなり，部分的にコルク層が形成され
ることがある．その内側は3～8細胞層の厚角組織からな
り，径15～40μmの厚膜細胞を混じることが四種の特徴
である．解離像では厚膜細胞は長さ40～200μrn．また長
さ200～500μmで繊維状を呈し，細胞壁はごく薄膜で，
中に2～5個の厚膜木化する娘細胞を有するものが認めら
れ，しばしば娘細胞の一部またはすべてが厚膜化しないも
のもある（Fig．1－B4）．内しょう部の繊維層，笛部，木部
および髄の形状は前種に類似する．道管は大型のものでは
径50～70μrn．髄の柔細胞は径70～100μrn．皮層および
鯖部門にシュウ酸カルシウムの集晶および砂晶が存在する．
　3．中国貴州省産「釣藤鉤」
　実験材料　貴州省産東京市場品，ウチダ和漢薬からの入
手品，1989年1月，No．149〔金沢大学薬学部所蔵標本：
KANP）
　商品は川添ら2a）の報告にあるタイプ1，すなわちカギに
着く枝の長さがカギ幅とほぼ同長のものである．肉眼的に
2種の混合品であったので，両者を分別し，その外形を
『中薪鑑別手下』7a）の検索表により検索した．
　その結果，1種（試料2）はUncaha　rhynchoPhyllaと
同定された．なお内部形態的には，細い枝は概ね宗定ら6）
の報告と一致したが，商品中で平均的なものあるいはそれ
以上の太い枝では節部中に繊維が認められる点などで一致
しなかった．他に該当する種はないので，ひ吻η四一
Phyllaとした．
　他の1種（試料3）は茎が方柱形で稜部に狭い翼があり，
鉤刺の外面の色が灰褐色～淡黄褐色で基部が広く茎に流れ
着く傾向にある．以上の特徴はU．lanczfolin　HUTCH．によ
く一致し，他に類似する種がないことから本丁とした．内
部形態的にも籠部中に繊維がないなどの点で前種とは異な
っていた．
　II．アルカロイドの分析
　1．実験材料
　試料1：ネパールでの採集品，suzuki　et　al．9191081
（KANP），　near　Bhirket，　Dailekh　Distr．，　Bheri　Zone，　Far
West　Nepa1，　Aug．2，1991．本品は内部形態的に砺6α磁
scandensと同定された．
　試料2，3：中国貴州省産「釣藤鉤」〔KANP－149〕から
分別したUncaha　rhynchoPhylla（試料2）およびひ伽一
czfo　lia（試料3）．
　試料1は採集後直ちに川添ら2a）の報告のタイプ1とな
るように大きさを統一して茎を切断し自然乾燥した．試料
2，3はそのまま実験に供した．
　2．アルカロイドの抽出，分析
　試料各2．5gを取り，山中ら2b）の方法に準じ，　benzene
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　　　　　　　Fig．　1．　Detailed　Drawings　of　the　Small　Stems　of　Uncai’ta　species　from　Nepal
　A，　Uncan’a　scandens；　B，　U．　sessilzfractzcs．　1，　cortex　and　a　part　of　xylem．　2，　near　the　pith．　3，　hairs
on　the　stem．　4，　cortical　fibrous　cell．
　Abbreviationsca，　clustered　crystal；　cd，　crystal　sand；　co，　collenchyma　cell；　cu，　cuticle；　ep，
epidermis；　prf，　peripheral　fiber；　h，　hair；　m，　pith；　phf，　phloem　fiber；　rxy，　xylem　ray；　s，　sieb　tube；　sc，
sclerenchyma　cell；　vp，　pitted　vessel；　wf，　wood　fiber．
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25m1，濃アンモニア水1．5m1を加え，2時間加熱還流後，
吸引濾過．残渣をbenzene　25　mlで2回洗浄し，濾液と
合わせて溶媒を留凹し，残渣をbenzene－AcOEt－MeOH
（2：2：1）10m1に溶かし，同一溶媒で調製したアルミナ
1g（ICN　Alumina　N　Akt　I，　ICN　Biomedicals）のカラム
に注ぎ，同溶媒2．5mlにて4回溶出し，溶出液の溶媒を
留去．残渣をbenzene－AcOEt（2：1）20　m1に溶かし，3％
H2SO、水溶液10　ml×1回，5ml×2回にて抽出．水層を
濃アンモニア水3mlでアルカリ性とし，　CHC1320　ml×1
回，10ml×2回抽出．　CHC13層を水5m1で洗浄後，芒硝
乾燥し，溶媒を留去．残渣をMeOH　2　mlに溶かし，　Acro・
disk　LC－13（ゲルマンサイエンス）にて濾過後，溶媒を留
去．残渣をacetonitril　l　mlに溶かし，　HPLCにて分析し
た．
　分析機器および条件　Toso　HPLCシステム（カラムー
TSK　gel　ODS・120T，4．6×250　mm（Toso）．カラム温度
一40℃．溶媒一〇．025MAcONH4　buffer　pH　3．4：CH3CN
＝1：9．流速一1ml／min．検出一UV　254㎜）．
　標準試料Isopteropodine（1），　isorhynchophylline（2），
corynoxeine　（3），　corhynantheine　（4），　rhynchophylline
（5），　dihydrocorynantheine　（6），　hirusteine　（7），　geisso－
schizine　methyl　ether　（8），　hirsutine　（9），　pteropodine
（10），uncarine　F（11）は山中ら2b）が単離したものを用
いた．
　3．アルカロイドの同定と定量
　上記標準試料および試料1，2，3のHPLCクロマトグ
ラムを，それぞれFig．2，3，4，5に示す．
　1）試料2はgeissoschizine　methyl　ether（8），　hirus・
teine（7），　corynoxeine（3），　hirsutine（9）などが主成分
であった．
　2）試料1のアルカロイドはHPLCおよびTLCによ
りisopteropodine（1），　pteropodine（10），　uncarine　F（11）
と推定された．それぞれを分取TLC（20×20　cm，　Merck；
peak　A
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（12）
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　　　　　　　　　　Retention　Time　（min）
Fig．3．　HPLC　Profile　of　the　Hooks　with　Short　Stems　of
　　　　Uncarin　scandens
　　　　10，　pteropodine；　11，　uncarine　F；　12，　speciophilline．
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Fig．4．　HPLC　Profile　of　the　Hooks　with　Short　Stems　of
　　　　乙1勿αzγ法。：吻nchoPhylla
Fig．　2．
o 4　8　12　16　20
Retention　Time　（min）
HPLC　Profile　of　Mixture　of　Standard　Alkaloids
1，　isopteropodine；　2，　isorhynchophylline；　3，　coryn－
oxeine；　4，　corhynantheine；　5，　rhynchophylline；　6，
dihydrocorynantheine；　7，　hirusteine；　8，　geissosch－
izine　methyl　ether；　9，　hirsutine．
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Fig．5．　HPLC　Profile　of　the　Hooks　with　Short　Stems　of
　　　　乙碗。〃颪α彪η6加伽
　　　　13，　isomitraphylline．
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spot　1，　isopteropodine　（1）
　　　HPLC　peak　B
spot　2，　pteropodine　（10）
　　　HPLC　peak　A
spot　3，　uncarine　F　（11）
　　　HPLC　peak　A
spot　4，　speclophllline　（1　2）
　　　HPLC　peak　C
Fig．　6．　TLC　Profile　of　the　Products　after　lsomerization　of
　　　Isopteropodine
CHC13：AcOEt＝2＝1，3回展開）に付した結果，　UV吸
収のある4スポットに分離し（Fig．6，上から順に1～4
とする），1～3についてはそれぞれをかきとり，AcOEtに
て溶出し，それらの500MHz　iH－NMRをそれぞれisopt－
eropodine（9），　pteropodine（10），　uncarine　F（11）の
標品のそれと比較して同定した．また，スポット4はun－
carine　D（speciophilline，12）と推定されたが，標準品が
得られなかったので，次のようにisopteropodineの異性
化を行い，その異性体とTLC上でスポットが一致するこ
とにより確認した．
　Isopteropodineの異性化Beechamら8）の報告に従い，
isopteropodine（0．4mg）を水：酢酸＝1：1（1　ml）中，
沸騰水浴上で2時間加熱し，uncarine　C（pteropodine），
D（speciophilline），　E（isopteropodine），　Fの混合物を
得た．その結果，TLC（CHC13：AcOEt＝2：1）上の4
個のスポットは試料1のTLCスポットとまったく一致し，
上記スポット4はuncarine　Dと確認された．
　アルカロイドの定量　試料1のアルカロイドのうちスポ
ットの大きなisopteropodineとpteropodineについて，
EtOH中で246　nmにおけるUV吸収強度を測定すること
により定量を行った（Isopteropodine：10gε＝4．22；
pteropodine　1　log　E＝　4．20）9）．
　その結果，生薬乾燥重量1gあたりの含量はisopterop－
odineが0．27　mg／g，　pteropodineが0．56　mg／gであった．
　3）試料3のアルカロイドはほぼ単一であった．TLC
で分取した化合物の500MHz　lH－NMRはisomitraphy1－
1ine（13）10）の下品のそれと一致した．
考察及び結論
　1．ネパールに分布するUncaha　scandensとU．　sessil－
zfractmsに関してはこれまで組織学的な報告がなかったが，
今回両種を小枝の内部形態により鑑別可能にした．前者は
多細胞毛および多層表皮が特徴で，後者は皮層中に厚膜細
胞が存在することが特徴であり，これらの特徴により中国
産「釣藤鉤」の主たる原植物U．rhynchoPhyllaからも明
確に区別される．
　2．ネパールで採取したU．　scandensの一頃をつけた
鉤刺のアルカロイド成分は，主にオキシインドールアルカ
ロイドのpteropodine，　isopteropodine，　uncarine　F，　spec－
iophi11ineであった．
　3．今回入手した中国貴州省産東京市場品の「締緒鉤」
は，U．　rhynchoPhyllaとU．伽6肋磁の約9：1の混合品
であった．前者の内部形態は通常箭部中に繊維が認められ
る点で宗定ら6）の報告と一致しなかったが，これは細い枝
について内部形態が報告された結果であると考えられる．
商品中で同一植物由来と考えられる径3mm程度以上の
茎では，髄の周辺部の細胞は通常放射方向に長くなる．宗
定らの図にはスケールが示されていないので茎の太さは判
断できないが，描かれている髄の柔細胞が類円形であるこ
とは細い枝であることを裏付けるものである．
　U．rhynchoPhyllaのアルカロイドはオキシインドール型
のisocorynoxeine，　isorhynchophylline，　corynoxeine，
rhynchophyllineなどであるとの報告がある2）．しかし，
今回検討したアルカロイド組成は，インドール型のgeis－
soschizine　methyl　ether，　hirusteine，　hirsutineなどを主
成分としており，むしろ金谷ら11）がひ伽θη5ゑsOLIv．〔U．
sinensis（OLIv．）HAVIL，の誤り〕として報告している中国
産「釣藤鉤」のアルカロイド組成に類似するものであった
が，金谷らの実験材料が本宿であった可能性もある12）．山
中ら2b）は地上部の太い部分や地下部にはインドールアル
カロイドの方が多いとし，また川添ら13）は採取時期や植
物体が受ける光の強弱ではアルカロイドの成分組成は変化
しないと述べている．以上のことから，同じ原植物でも産
地，植物体の部分，あるいは他の要素によって含有するア
ルカロイド成分が大きく異なることが示唆される．
　4．貴州省産「釣藤西」に約10％混入していたU．lan－
czfoliaのアルカロイドはisomitraphyllineを主成分とし，
他出とはまったく異なるものであった．
　5．謝5）は中国には14種の翫6α磁属植物が分布し，
薬用には主としてU．rhynchoPhylla，　U．　sinensds，　U．　ma－
croPhyllaの3種が利用されるとし，これら以外にも地方
的に利用されている種としてU．　scandens，　U．　hirsuta
HAVIL．，　U．　wangii　How，　U．　sessili　rnctzcsなどをはじめ
とする10種を記載している．本研究結果から，本属植物
は種によって，また同一種間でも産地によって含有される
アルカロイドの種類がかなり異なることが明らかになった．
従って，釣二心は今後，原植物が同一であっても産地によ
って含有成分が異なることを加味し，十分検討した上で使
用されることが望ましい．
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